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ふじのくにゆうゆうクラブ

「電気探偵団」の実践

増 田 好治  (技術教 育講座 )

1 は じ め に

ふ じのくにゆうゆ うクラブは、土曜 日を中心とした学校休業 日に、県内各地の学校や公共施

設、企業等の民間施設及び海・山・川などの自然を会場 として、自分の趣味や興味のあること

を遊びながら体験するシリーズ講座で、財団法人静岡県生涯学習振興財団の主催によるもので

ある。県内東 。中・西部で 200程 度の講座が開講 されてお り、「電気探偵団」はその中の一講

座で、平成 17年度の受講生は小学校 5・ 6年生 21名 、その保護者 2名 の計 23名 であつた。

リーダーとして子 どもたちの指導に当たる学生は本年は少なく、M2の学生 1名 、 4年生 1名

であったが、(1年生が 1名途中参カロしてくれた)保護者の 2名 が子 どもたちの面倒を見てくれ

ました。

2 平成 17年度の計画および実践

6月 25日 から11月 19日 の間の土曜 日、以下のように 10日 間の実践であつた。

0 1回 目 開講式、オ リエンテーション、電気について

0 2回 目 電池について

。 金属のイオン化傾向について

・ ボルタの電池の図による説明

電池は電子を移動 させるポンプの働き

・ レモン電池の実験 (LEDを 点灯 )

・ 11円 電池の実験 (LEDを 点灯 )

・ 活性炭電池の実験

負荷 として LEDや ミニブザーを働かせた

0 3回 目 電気 と熱について

・ 発熱のしくみ

・ 抵抗の直列接続、並列接続

・ シャープの芯が発熱により赤熱 した後焼ききれる実験

・ 抵抗があれば何でも発熱するはずであるから、電極をセ ットした牛手Lの空きパ ックに

ホットケーキの素を水で練つたものをいれ、ケーキを焼 く実験 (こ の時、牛乎しパ ック

に棒温度計を差 し込んでおき、時間に対する温度の変化を記録 させる)

・ 出来上がったケーキを試食する

0 4回 目 電気 と磁気について

' N極 と S極間、N極 とN極間 (S極 と S極間)の磁力線分布の様子を観察する。

・ 異極間には吸引力が働き、同極間には反発力が働 くことを理解 させ、磁力線は自ら縮
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み互いに反発する性質があることを理解させる。

・ 直線導線に電流が流れたとき、円形に磁界が生じることを知らせる。

・ これらのことから、フレミングの左手の法則を理解させる。

・ 電気ブランコの実験を提示 し、フレミングの左手の法則により電磁力が発生すること

を観察する。

5回 ロ モータをつくろう

。 モータの回転原理を図 1のパネル板を用いてフレミングの左手の法則から説明する。

そのとき、回転子と整流子の位置関係について説明する。

・ 実際に身近で使 う小型モータ (例 えばマブチモータ)な どは、電磁力の吸引・反発力

を用いていることを図 2のパネル板で説明する。このときも、回転子と整流子の位置

関係について説明する。

6回 ロ モータをつくろう

。 図 3は、生徒がつくつたモータの一例である。

図 3

7回 目 風力発電機について

風力発電機つくりの目標 として次のことを考えた。

・ 製作を通 してものづくりの楽 しさを学ぶ。

・ 発電の体験を通 して、電気の大切 さを実感 し、節電や省エネルギーなど生活に結びつ

け活かす。

・ 学習・製作を通 して環境問題に対する興味関心を高め、学習内容を生活に生かす。

8回 目 風力発電機をつくろう

・ 教材用の手回 し発電機を子どもたちに操作させ、発電を体験 させる (図 4)。

・ コイルの中に磁石を出し入れ させたリコイル上を横切 らせた りして、発電する様子を

観察する (図 5)。

・ 発電機は製作の簡易さか ら、昨年の平行型からペ ットボ トル型 とし、コイル と磁石間

距離を小さくするため、磁石を円柱型から板磁石 とした。

○

○

○

図 1 図 2
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図 4              図 5

0 9回 目 風力発電機をつくろう

・ 図 6はペ ットボ トル型風力発電機の製作例である。また、図 7,図 8は受講者の活動

の様子である。

図 6          図 7

0 10回 目 まとめ、反省

・ まとめ、反省は受講者のアンケー ト結果に変えます。

3.アンケー ト結果

「あなたがゆうゆうクラブであたらしくわかつたことや、できるようになつたことはどんなこ

とですか」

○ 電気についていろいろなことを知ることができた。

○ 磁石や電気の性質がわかつた。

○ ぼくたちでも発電できるなんてすごいと思つた。

○ ハンダ付けもやつているうちにうまくできるようになつた。

「あなたはゆうゆうクラブをやつてみてよかつたですか」

○ つくつたものをもつて帰れたり、自分の好きなことができたから。

○ 友達もふえて楽しかつた。

○ ハンダ付けをやったから。

○ プロペラ作 りがおもしろかつた。

保護者に対し「お子さまがゆうゆうクラプを受講 してどんな様子でしたか」

○ 電気のことに興味を持ち、楽しく教室でのことを話してくれた。カレンダーについた○印

をチェックして楽しみにしていた。実験ができること、自分でつくつたものが動くことに

図 8
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感動 していた。

○ 毎回楽 しみにしています。今の学校の授業では経験することができない事で、とてもおも

しろい様子です。今す ぐに変わつたことではありませんが、いろいろなことに興味をもち

視野が広 くなってきたように思います。

○ もともと興味のあつた内容ですが、さらに熱心に取 り組めるようになりました。

○ 受講を楽 しみにしています。完成 させたものを工夫 して他のものに作 り変えてみた りと、

大́変勉強になったようです。

○ 毎回とても楽 しみに出かけています。家庭や学校以外に外部の方 と関わつて過ごす時間は、

とても有意義だつたと思います。

○ 電気についての知識が身についたのもよかつたですが、バスに乗つて通えるようになった

のも大きな収穫でした。

○ テキス トを見て、小学生にはちょつと難 しすぎるように感 じま した。

(こ れについては、子供たちにテキス ト以外にいろいろな表示や実験を分か りやす く説明

したので、テキス トだけを見た場合 と難易度に違いがあると考えています。)

4ま と め

○ 子供たちは、ものづ くりとなると夢中で取 り組みました。最近、理工離れ、ものづくり離

れが言われますが、子供たちにとつてそれに対する環境がいかに不足 しているかを感 じま

した。

○ 子供たちは、電気実験やモータ、風力発電機の製作を体験することにより、遊び心を揺 さ

ぶ りながら電気や環境に関する知識・技能を身につける機会 となった。

○ 実験やものづくり以外にも、はじめて会 う友達 との関係や一人でバスで通 うなど、子供た

ちにはよい経験になつたようです。

○ リーダーとして指導に当たつた院生 。学部生は、子供たちがどんな贋きや発想をしている

かなど、子供たちの状況に応 じた実態を把握する体験をし、教員養成学部学生として実践

的指導力を身につけるよい機会 となった。

―-68-―


